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・
ご
注
意

新
年
、
彼
岸
、
盆
な
ど
の
期
間
中
、
ま
た
は
法
要
に
よ
り
時
間
等
が
変
更
に
な
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

添
え
護
摩
木
　
一
本
　
　
五
百
円
　
「
粗
供
養

(

健
康
茶

)

の
み
の
郵
送
と
な
り
ま
す
。
」

護
摩
札
　
三
座
祈
祷
　
　
三
千
円
　
「
三
座
祈
祷
後
の
御
札
郵
送
と
な
り
ま
す
。
」

護
摩
札
　
五
座
祈
祷
　
　
五
千
円
　
「
五
座
祈
祷
後
の
御
札
郵
送
と
な
り
ま
す
。
」

護
摩
札
　
十
座
祈
祷
　
　
一
万
円
　
「
十
座
祈
祷
後
の
御
札
郵
送
と
な
り
ま
す
。
」

半
年
祈
祷
、

年
間
祈
祷
に
つ
き
ま
し
て
は
、

別
途
御
祈
祷
用
の
札
を
ご
用
意
し
て
既
定
の
期
間
御
祈
祷
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

護
摩
札
　
三
十
座
祈
祷
　
三
万
円
　
「
三
十
座
祈
祷
後
の
御
札
郵
送
と
な
り
ま
す
。
」

護
摩
札
　
半
年
祈
祷
　
　
六
万
円
　
「
一
座
祈
祷
後
お
祀
り
用
の
御
札
を
郵
送
」

護
摩
札
　
年
間
祈
祷
　
　
十
二
万
円
　
「
一
座
祈
祷
後
お
祀
り
用
の
御
札
を
郵
送
」

・
祈
祷
料

護
摩
祈
祷
に
つ
い
て

護
摩
祈
祷
と
は
、
護
摩
壇
中
央
に
あ
る
炉
の
中
に
供
物
や
護
摩
木

(

願
い
事
が
書
か
れ
た

特
別
な
薪

)
を
入
れ
本
尊
不
動
明
王
の
智
慧
の
火
で
煩
悩
を
焼
き
尽
く
し
、
密
教
の
修
法

に
よ
っ
て
皆
様
の
所
願
が
成
就
す
る
こ
と
を
祈
る
行
法
で
す
。

・
護
摩
祈
祷
と
は

・
祈
祷
内
容

厄
災
難
除
、
家
内
安
全
、
身
体
健
全
、
交
通
安
全
、
無
病
息
災
、
病
気
平
癒
、
良
縁
成
就
、

安
産
福
寿
等
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
お
願
い
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
相
談
下
さ
い
。

・
祈
祷
日
時

毎
月
三
と
八
が
付
く
日
　
「
三
日
、
八
日
、
十
三
日
、
十
八
日
、
二
十
三
日
、
二
十
八
日
」

に
加
え
「
毎
月
二
十
日
、
二
十
一
日
」

時
間
　
午
前
十
時
よ
り
　

(

毎
月
二
十
一
日
は
十
時
、
十
四
時
の
二
座

)

ま
た
正
月
特
別
護
摩
供
、
十
時
、
十
二
時
、
十
四
時
。

彼
岸
期
間
中
は
、
毎
日
十
時
、
十
四
時
の
二
座


